
別記様式第１号－３

　※事業主体が地域づくり団体等の場合のみ記載すること。

　

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①検討会議の実施
②オンラインミーティン
グの開催
③HPや各種SNSを利用
した情報発信

①検討会議の実施
②広域リーフレットの作
成
③HPや各種SNSを利用
した情報発信

①検討会議の実施
②広域リーフレットの作
成
③HPや各種SNSを利用
した情報発信

①検討会議の実施
②広域リーフレットの作
成
③HPや各種SNSを利用
した情報発信

1,435,353 1,200,000 1,200,000 3,835,353

1,200,000 1,200,000 1,200,000 3,600,000

うち県交付金 799,998 799,998 799,998 2,399,994

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 235,353 0 0 235,353 0

幹事市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事業主体の概要

・団体の目的：自転車を活用した地域振興に取り組む栃木県内の市町が連携して、情報交換や共同の取組を行うことによっ
て、サイクリストの誘客や周遊の促進を図り、交流人口の増加や地域活性化に寄与することを目的とする
・設立年月日：2018年7月3日

栃木県わがまちつながり構築事業計画（実績）書（単位事業調書）　　　　　　　幹事市町のみ
【連携事業】

事業主体の名称
※

自転車を活用した自治体連絡協議会

代表者の名称※

幹 事 市 町 鹿沼市

構 成 市 町 宇都宮市、栃木市、鹿沼市、矢板市、高根沢町、那須町

事 業 名 自転車を活用した地域振興事業

加藤　清美

事業主体の所在
※

栃木県矢板市本町5-4

事業内容

当該事業に係る
地域の現状と課題

・本県には、地域密着型のプロサイクルロードレースチームである宇都宮ブリッツェンと那須ブラーゼンが拠点を構え、県内各地ではプ
ロレースや市民参加型のイベントが開催されているなど、自転車を活用した地域振興の機運が高まりつつあある。
・コロナ渦で屋外スポーツとしての自転車の注目が高まっていることから、コロナ渦における自転車の楽しみ方の発信や、コロナ渦にお
けるサイクリストの誘客促進の取組みが必要である。

事 業 目 的

・市町、NPO、プロチーム等と連携し、栃木県内のレース及び県内市町にかかる情報発信を行う。
・複数の市町が連携することにより、より効果的なPRを行い、栃木県全体のイメージ向上を図る。
・初心者向けの自転車の楽しみ方の発信など、コロナ禍だからこそできることに取組み、アフターコロナのサイクリスト誘客を
する。

事 業 概 要

１　自転車に関する施策等の情報交換
　（１）担当者会議を８回開催し、各市町における課題を抽出し、課題解決に向けた情報交換を行う。

２　自転車に関する効果的な情報発信
　（１）オンラインミーティング開催
　　　 ・開催日時　２０２２年３月２５日　20：00～21：10（約７０分）
　　　 ・開催方法　Zｏｏｍによるオンライン配信
　　　 ・参加人数　５０名
　　　 ・実施内容 サイクリスト目線での栃木の魅力を、ＭＣを務める棚橋麻衣さんと宇都宮ブリッツェンの選手が紹介 。
　　　　　　　　　　　 トークコーナーでは日々のトレーニングや機材の紹介のほか、事前に参加者の方から募集した質問に回
答。
　　　　　　　　　　　イベント終了後のアンケートに回答いただいた方に、抽選で構成市町の名産品をプレゼントした。

　
　（２）ホームページ（リニューアル）や各種SNSの活用
　　　　・加盟市町の自転車コースがわかりやすくなるようにホームページをリニューアルし、効果的な情報発信を行う。
　　　　 　従来のサイクリングコースの紹介に加え、新たにコース周辺の観光情報を掲載することで、地域の消費額の増加が
　　　　　 見込めるほか、交流人口の増加にも期待できる。
　　　　　 新たに自転車を始めた方に自転車のモデルルートを示すことで、より一層の周遊を促すことができる。

　　　　・HPへの情報掲載
　　　　・LINEでの情報案内
　　　　・コロナ禍において、新たな情報発信や誘客を推進するための手法として、webツールを活用していく。
　　　　※今年度はオンラインミーティングの実施においてwebツール（ZoomやYouTube）を活用した。

事業に係る市町総
合戦略の目標及
び KPI

（宇都宮市）・観光による経済の活性化・将来に渡って魅力と交流を創出する都市の実現 【観光入込客数　1483万人(H28）
→1,550万人（R４）】
（栃木市）・観光資源の魅力向上と有効活用　【観光施設等観光客年間入込数　232万人（R1）　→　356万人（R6）】
（鹿沼市）・地域資源を活用した交流と移住・定住の促進【観光入込客数　331万人(H26）→450万人（R3）】
（矢板市）・来てもらう、住んでもらう、新しい人の流れをつくる【スポーツ交流人口　170,763人（R2）→215,000人（R5）】
（高根沢町）・「子育てに適した生活環境と、生涯にわたり住み続け・働けるまち」を目指します【元気あっぷむら観光客入込数
352,084人(H26)→道の駅たかねざわまち元気あっぷむらの年間施設利用者数 45万人(R５)】
（那須町）・四季を通じた滞在型観光の促進とスポーツ等による交流推進【観光入込客数　492万人(H30)→515万人(R5)】

連絡先
0289-63-2163
0289-60-1001
seikatsu@city.kanuma.lg.jp

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 生活課　交通政策係
担当者名 手塚　倫子



別記様式第１号－４ 確定

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

R３ 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

1,200,000

235,347

6

1,435,353

２　支出の部

県交付金

649,000 649,000 432,665 0
オンラインミーティングの開催

605,000 551,000 367,333 54,000
HP管理・修正、サーバードメ
イン費等、HPリニューアル

1,870 1,870
振込手数料

消耗品費 51,068 51,068
オンラインミーティングのプレ
ゼント品代

128,415 128,415

0

0

0

0

0

1,435,353 1,200,000 799,998 235,353

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

雑収入
預金利子

科目 備考

市町支出金
20万×6市町
（宇都宮市、栃木市、鹿沼市、矢板市、高根沢町、那須町）

前年度繰越金

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

鹿沼市

栃木県わがまちつながり構築事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）
書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

自転車を活用した地域振興事業

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目

委託料（オンラインミーティング）

予算額
（精算額）

委託料（HP管理等）

手数料

次年度繰越金



別記様式第１号－５

令和３ 年度

県交付金 県交付金 県交付金 県交付金 県交付金 県交付金

649,000 108,167 72,111 108,167 72,111 108,167 72,111 108,167 72,111 108,167 72,111 108,165 72,110

605,000 91,833 61,222 91,833 61,222 91,833 61,222 91,833 61,222 91,833 61,222 91,835 61,223 54,000

2,200 2,200

消耗品費 56,738 56,738

122,415 122,415

1,435,353 200,000 133,333 0 200,000 133,333 0 200,000 133,333 0 200,000 133,333 0 200,000 133,333 0 200,000 133,333 235,353

高根沢町支出額
自主財源等

那須町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

自主財源等科目
予算額
（精算額）

矢板市支出額
自主財源等

委託料（オンラインミーティング）

計

鹿沼市支出額
自主財源等

宇都宮市支出額

単位事業名

栃木県わがまちつながり構築事業計画（実績）書（連携事業支出整理票）

自転車を活用した地域振興事業

委託料（HP管理等）

手数料

次年度繰越金

対象年度

栃木市支出額
自主財源等


